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19世紀後半のNew York

路上に積もった馬フンが、深刻な環境問題

（出典：右）But If Nots （http://butifnots.com/2011/01/14/a-trend-will-continue-until-it-doesnt/）

（出典：左）http://www.pitt.edu/~super1/lecture/lec38671/048.htm
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交通の環境問題

交通

自動車、鉄道、航空、船舶など

環境問題

地球温暖化問題、排出ガス問題、

騒音・振動問題、廃棄物問題、

オゾン層破壊問題、海洋汚染問題、化学物質
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発表の流れ

過去の交通の環境問題
自動車を主因とする過去の課題と解決

現在の環境問題
温室効果ガス（二酸化炭素）排出量の削減

電気自動車は環境問題の切り札か？

将来の環境問題

まとめと議論
今後、豊田市の交通の環境問題をどのように考
え、取り組んだら良いか？
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過去の交通の環境問題の特徴

直接的に、ヒトの健康に被害を及ぼす物質
を排出

排出規制と技術革新が一体となって、問題
を解決
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光化学スモッグ

ロサンゼルススモッグ（1945年）
モータリゼーションの発展した大都会

夏、晴天、無風に発生

窒素酸化物NOx ＋ 炭化水素HC
↓← 紫外線

光化学オキシダントOx
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マスキー法の制定（1970年）

1975年以降に製造する自動車の排気ガス
中の一酸化炭素(CO)、炭化水素(HC)の排
出量を1970-1971年型の1/10以下にする。

1976年以降に製造する自動車の排気ガス
中の窒素酸化物(NOx)の排出量を1970-
1971年型の1/10以下にする。

実施期限を待たずして74年に廃案
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自動車排出ガス規制の経緯（ガソリン車）

NOxベースで、
昭和48年ベースの8%
マスキー法の完全達成
世界で最も厳しい規制

（出典）JAMAレポート 一般社団法人日本自動車工業会

http://www.jama.or.jp/lib/jamareport/092/01.html
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自動車排出ガス規制の経緯（ディーゼル車）

（出典）JAMAレポート 一般社団法人日本自動車工業会

http://www.jama.or.jp/lib/jamareport/092/01.html
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CVCCエンジン

後処理装置なしで、マスキー法の規制値を、
最初にクリアしたエンジン

希薄燃焼

（出典）自動車技術会 日本の自動車技術240選

http://jsae.jp/autotech/data/9-5.html
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三元触媒

現在も、ガソリンエンジンで主流の方式の
後処理装置

電子制御技術の発達

（出典）自動車技術会 日本の自動車技術240選

http://jsae.jp/autotech/data/11-1.html
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自動車排気に関係する大気環境基準

（出典）小林伸二：日本の大気環境の現状

シンポジウム自動車排気の環境影響を考える資料
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NO2の環境基準達成率の推移

（出典）小林伸二：日本の大気環境の現状

シンポジウム自動車排気の環境影響を考える資料
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SPMの環境基準達成率の推移

（出典）小林伸二：日本の大気環境の現状

シンポジウム自動車排気の環境影響を考える資料
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光化学オキシダント濃度の推移

（出典）小林伸二：日本の大気環境の現状

シンポジウム自動車排気の環境影響を考える資料
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自動車の排出ガス対策のまとめ

大気環境を改善するため、自動車からの大
気汚染物質に対する様々な排出削減対策
が行われ、都市部における自動車排出ガス
による大気汚染の問題は、かなり改善され
てきた。

オキシダント濃度は、原因物質（窒素酸化
物や炭化水素類）の排出抑制にもかかわら
ず上昇している。
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おまけ：札幌市のスパイクタイヤ問題

昭和50年代、自動車の雪道でのスリップ
を防止するためにスパイクタイヤが使われ
るようになり、アスファルトを削って発生す
る「車粉」が大きな社会問題となった。ス
タッドレスタイヤの登場やスパイクタイヤの
使用が規制されたことなどにより解決。

（出典） 札幌市「スパイクタイヤ問題解決の歩み」 18

現在の交通の環境問題の特徴

温室効果ガス（CO2）の排出削減に、関心

が集中している。

CO2は、直接的には、ヒトの健康に被害を

与えない。

問題を実感することは少ないのでは？

削減目標がはっきりしない。

電気自動車は、環境問題の切札か？
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チーム・マイナス6%～チャレンジ25

第3回気候変動枠組条約締約国会議
（COP3、地球温暖化防止京都会議、1997
年12月）

削減目標：-8% ～ +10% （日本は-6%）

洞爺湖サミット（G8、2008年）

国連気候変動サミット（N.Y.、2009年）
2020年までに、1990年比で25%削減

COP17：南アフリカ、ダーバン：日本は離脱
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日本のCO2排出量と交通（運輸部門）

日本の部門別

CO2排出量(2008年度)

(合計 1,214 Mt-CO2)
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(出典) 温室効果ガスインベントリオフィス（GIO）：

日本の温室効果ガス排出量データ（1990～2008年度） 確定値
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家庭からのCO2排出量

暖房, 12.3%

冷房, 2.0%

給湯, 13.6%

厨房, 4.3%

動力他, 32.7%

自家用乗用車,
30.3%

一般廃棄物,
3.0%

水道, 1.9%

世帯当たりCO2排出量

約5,040[kgCO2/世帯］

（2008年度）

全世帯平均で、自家用乗用車は約30%
みなさん（豊田市）の値は、・・・。

取り組みやすい可能性も。

※ 家庭からのCO2排出量は、インベントリの家庭部
門、運輸（旅客）部門の自家用乗用車(家計寄与
分)、廃棄物（一般廃棄物）処理からの排出量及
び水道からの排出量を足し合わせたものである。

※※ 一般廃棄物は非バイオマス起源（プラスチック
等）の焼却によるCO2及び廃棄物処理施設で使用
するエネルギー起源CO2のうち、生活系ごみ由来
分を推計したものである。

※※※ 日本エネルギー経済研究所 計量分析ユニット
家庭原単位マトリックスをもとに、国立環境研究
所温室効果ガスインベントリオフィスが作成。

(出典) 温室効果ガスインベントリオフィス（GIO）：

日本の温室効果ガス排出量データ（1990～2008年度） 確定値
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環境対応車の効果

プリウスPHVのライフサイクルアセスメントの例

（出典）トヨタ自動車株式会社 プリウスPHVホームページ
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電力事業者別CO2排出原単位
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（注1）
環境省報道発表資料では、グラフに示し
た10事業者の他に、28事業者の原単位
（0.000～0.889）が公表されている。
（注2）
イラストの出典は、北電ホームページ

(出典) 平成22年度の電気事業者ごとの実排出係数・調整後排出係数等の公表について
環境省 報道発表資料 平成24年1月17日から作成 24

どんな電気が必要か？

(HEVとEV化の比較）

(注1) イラストの出典は、
原子力・エネルギー図面集2012年版
電気事業連合会
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将来の環境問題

まだまだ、地球温暖化対策が続く

微小粒子状物質（PM2.5）

新たに環境基準が設定された

排ガス対策で対応可能か？

ハイエミッター車対策

モビリティマネージメント：トラックの集中を防ぐ
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豊田市の目指す交通まちづくり①

（出典）豊田市交通まちづくり行動計画(2011～2015)（案）
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豊田市が目指す交通まちづくり②

（出典）豊田市交通まちづくり行動計画(2011～2015)（案） 28

スイス、ツェルマットの交通

環境保護のために、エンジン車の乗り入れを規制し、
電気自動車や馬車を使用。

（出典）TEAM NIKKO 電気自動車と馬車の町（スイス・ツェルマット）
（http://teamnikko2525.com/report_001.html）
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まとめ

将来の環境問題

まだまだ、地球温暖化対策が続く

目指すべき、具体的な目標が必要

まとめと議論

今後、豊田市の交通の環境問題をどのように
考え、研究に取り組むべきか？

政策の提案

効果の推計
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ご清聴ありがとうございました。


